
R iBwave Reach
屋内外のワイヤレスのギャップを解消する

ワイヤレスキャンパスネットワークデザインの設計と展開を加速します。
ネットワークの高密度化、大容量化が加速する中、接続性を最大化し、干渉を最小限に抑えるためには、無
線ネットワークの設計を全体的に把握することが重要です。

iBwave Reachは、お使いのマクロ設計ツールや当社の主力ソリューションであるiBwave Designとシームレ
スに連携し、建物内部を透過するマクロ信号や、室内信号の会場周辺への漏洩を考慮したキャンパスネッ
トワークの設計・導入を実現します。

ワイヤレス設計の予測精度と合理化されたアプローチで、これまでと同様に iBwave ReachとiBwave 
Designを組み合わせることで、35,000点以上の部品データベースを構築することができます。

プロジェクトのライフサイクルを加速させ、コストを削減し、最適なエンドユーザーエクスペリエンスを確保
することができます。

私たちは世界をつなぐ



iBwave Reach

より早く、より正確なキャンパスネットワークの設計と展開

屋内外の設計のギャップを埋め、現場調査を最小限に抑え、正確な予測で完璧なユーザー接続を実現す

る実績のある統合ソリューションで、大規模なマルチテクノロジー・キャンパス無線ネットワークの設計を

加速させます。

マルチテクノロ
ジー・ネットワー

クに対応

iBwave Design
やお手持ちのマ
クロツールとの
連携が可能

屋外と屋内のシ
ームレスな設計
で正確な予測を

実現

サイトウォークの必

要回数を減少

ユーザーの接続
性を最大限に考
慮した最適なデ

ザイン

本製品がお客様にとって最適な理由とは？

マクロ信号		  干渉帯	 インドア・ネットワーク



iBwave Reach

マクロデータのインポートマクロデータのインポート
サードソースのマクロツールからiBwave Reachにマクロデータをインポートす

るだけで、iBwave Designにシームレスに統合され、マクロデータと室内デー

タの両方をエンドツーエンドで確認しながら設計できるため、時間とコストの

かかる現地調査を回避することができます。

ネットワークパフォーマンスの正確な予測ネットワークパフォーマンスの正確な予測
マクロデータをインポートし、キャンパスの建物をモデル化した後、iBwave 

Designでネットワークを設計し、ネットワーク性能を正確にシミュレーション

します。印象的な3Dフォーマットで予測を可視化し、キャンパス環境全体でネ

ットワークがどのように機能するかをお客様と共に詳細を確認できます。

ネットワーク設計の最適化ネットワーク設計の最適化
屋内設計のマクロデータを考慮し、ネットワーク性能を正確に予測できるよう

になったことで、ネットワーク内の機器を最適化し、過剰設計や過剰支出を

避けることが可能になりました。

ネットワーク設計の妥当性確認ネットワーク設計の妥当性確認
配備後は、現地に赴き、簡単な現地調査ウォークでネットワークの設計と配

備を検証し、ネットワークが設計通りに機能することを確信してください。

プロジェクトドキュメントの一元化プロジェクトドキュメントの一元化
キャンパスネットワークが導入された後は、プロジェクトの構築済みドキュメ

ントを簡単に作成し、将来の保守やアップグレードのために簡単にアクセスで

きる場所に一元的に追跡することができます。

統合ソリューション
iBwave Reachは、お使いのマクロツールやiBwave Designと統合し、キャンパスネットワーク設計のためのオールインワンソリューションとなります。

マクロ信号のデ
ータ交換

屋内信号のデー
タ交換

マクロプランニングツール iBwave DesigniBwave Reach

アウトドアプランニングツールからマクロデータをインポート

ネットワークパフォーマンスの可視化

ネットワークパフォーマンスの可視化

ネットワーク予測を3Dで表示する

iBwave ReachとiBwave Designを使ったキャンパスネットワークの設計



iBwave Reach

アプリケーション
iBwave Reachは、屋内外をカバーする様 な々使用例に最適です。

高層ビル

ヘルスケア＆ホスピタリティ

アミューズメントパーク

グリーンフィールドビルディング

空港・ターミナル

企業向けプライベート4G/5Gネットワーク 

ショッピングモール

教育機関キャンパス

エネルギー（鉱業、電力、石油、ガス）
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フィーチャーセット

TECHNOLOGIES
	Î 5g NR / LTE / LTE-A

	ö フロア、周波数にマッピングされたスマートマクロ予測

	ö 屋外から屋内への予測

	ö 室内から室外への干渉

	ö アウトドアプランニングと分析

	ö PCI および EARFCN ベストサーバーの視覚化

	Î Wi-Fi、GSM/GPRS/EDGE、LoRaの屋外プランニングとアナライズ

3Dモデリング
	Î Abdeckung mit einem für die 3D-Ausbreitung optimierten Modell
	Î Eine Stadt  in 3D visualisieren
	Î Die Netzwerkabdeckung im Innen- und Außenbereich visualisieren
	Î Die Abdeckung verschiedener Etagen in 2D oder 3D visualisieren
	Î Den „Oberflächen“-Modus für die Visualisierung auf Gebäudefassaden 

und Dächern auswählen

IBWAVE REACH 3D-VIEWER

	Î 地形や建物を含む環境をフル3Dモードで表示する。

	Î 3D環境内のナビゲーション

	Î 3Dビューであらゆるカバレージまたはトラフィックレイヤーを表示する。

	Î ビル内部の複数階をカバーする表示

	Î レイヤー／建物／地形間のシェーディング、ライティング、透明度を制御する。

	Î カバレッジレイヤーを3Dでクエリする機能

	Î 64ビットネイティブプラットフォームにより、高いスケーラビリティと大都市圏

全体を処理する能力を実現

IBWAVE REACH 3Dモデル

	Î 都市環境向けに設計されているが、受信機が送信機より高い位置にある山間

部など、あらゆる場所で使用することができる

	Î 100 MHzから60 GHzの周波数をサポート（mmWave周波数帯を含む）。

	Î 多環境モデル

	Î 木を通過する波の伝播の具体的なモデリング

	Î すべてのセルラー層（マクロセルとスモールセルを含む）をサポートします。

	Î 精度、性能、スケーラビリティの面で、3D伝搬に最適化されている。

	Î すべてのジオデータソリューションに対応（高さ、散乱物、散乱物高、ポリゴ

ンなど）

	Î マルチ解像度対応（例：30m解像度の高さ／雑踏、建物ポリゴンデータ）、オ

プションでデュアル解像度計算が可能です。

	Î ユーザーが適応可能な建物内侵入アルゴリズム

	Î 最適な精度を実現する自動モデルチューナー

	Î Point-to-Point Profileツールおよびポイントツーポイント予測を必要とする

iBwave Reachのツールでサポートされている。

伝搬モデリング
	Î あらゆる環境と幅広い周波数に対応した最先端の伝搬モデル

	Î mmWave周波数帯をサポート

	Î 測定データを使用した自動モデルチューニング

	Î 測定データを予測経路損失と統合して精度を向上させる

	Î 3D予測

	Î 全モデルでマルチレゾリューションに対応

	Î マルチプロセスによる64ビットの伝搬

	Î サードパーティの伝搬モデルを追加するためのオープンAPI

	Î 独自のIBwaveリーチの3Dモデルと伝搬モデルの予測

	Î マルチプロセッサー（およびマルチコア）機能

	Î 推奨伝搬距離の計算

プレシジョンプレビューア

	Î 伝搬の迅速な計算／視覚化

	Î 既存および新規のサイトをサポートする

	Î サイトの移動やアンテナ高さの調整時に、予測値を高速で再計算

ポイントツーポイントプロファイル

	Î ポイントからエリアへの予測ではなく、ポイントからポイントへの予測が可能

であること。

	Î 高さ、散乱物、散乱物高さ、建物データのサポート

	Î 送受信機の高さを調整可能

レイヤ統計
	Î エリアおよび／またはトラフィックベースの統計

	Î 統計をクラッタクラスごと、またはセル名ごとに分解する機能

	Î 「範囲」を定義したり，PDF や CDF のカーブを自動的に表示する機能

	Î フィルタを適用する機能（例：エリアフィルタ）

ドライブテストモジュール
	Î スキャナーによる測定で伝搬モデルの精度を検証／分析する。

	Î テスト用モバイルデータを使用して、特定のコールイベントを分析する。

	Î 最適化努力の焦点となる問題領域を特定し、診断する。

	Î 測定データを使って伝搬モデルを改善する

	Î 大規模な測定キャンペーンを管理する（例：スキャナ測定の一括取り込 み）


